
一

第
百
五
十
六
号
議
案
　
東
京
都
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
百
五
十
六
号
議
案

東
京
都
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
元
年
九
月
三
日

�

提
出
者　
　

東
京
都
知
事　
　

小　
　

池　
　

百　
　

合　
　

子　
　
　
　
　

東
京
都
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
資
格
を
有
す
る
連
帯
保
証
人
の
連
署
す
る
」
を
削
り
、
同
号
た
だ
し
書
を
削
る
。

　

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
条
第
二
項
中
「
含
む
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
加
え
る
。

　

第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　
　

た
だ
し
、
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
り
、
当
該
許
可
に
係
る
使
用
期
間
の
終
期
を
、
使
用
者
又
は
配
偶
者
の
子
で
、
規
則
で
定
め
る
者
の

う
ち
最
も
年
少
の
も
の
が
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
当
該
日
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該
許

可
の
日
か
ら
十
年
を
経
過
し
た
日
以
後
に
到
来
す
る
場
合
は
当
該
日
ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
、
知
事
が
別
に
定
め
る
世
帯
構
成
で
あ
る
こ
と
」
を
加
え
る
。

　

第
三
十
九
条
の
二
第
八
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　
　

た
だ
し
、
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
定
期
使
用
許
可
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
当
該
定
期
使
用
許
可
の
日
か
ら
当
該
日
ま
で
の
期
間

（
当
該
定
期
使
用
許
可
の
日
か
ら
十
年
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
期
間
を
除
く
。
）
に
お
け
る
第
三
十
一
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
三
条

及
び
第
三
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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二

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
使
用
手
続
に
係
る
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
営
住
宅
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日

（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
新
条
例
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
許
可
を
受
け
る
者
か
ら
適
用
す
る
。

３　

施
行
日
前
に
提
出
さ
れ
た
請
け
書
の
う
ち
、
新
条
例
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
許
可
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
条
例
第
十
一
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
請
け
書
と
み
な
す
。

（
定
期
使
用
許
可
に
係
る
経
過
措
置
）

４　

施
行
日
前
に
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
営
住
宅
条
例
（
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定

期
使
用
許
可
（
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）
を
受
け
た
使
用
者
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
施
行
日
に
お
い
て
当
該
定
期
使
用
許
可
の
日

か
ら
十
年
を
経
過
し
た
日
（
以
下
「
期
間
満
了
日
」
と
い
う
。
）
が
到
来
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
定
期
使
用
許
可
に
係
る
使
用
期

間
の
終
期
を
、
新
条
例
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
者
の
う
ち
最
も
年
少
の
も
の
が
十
八
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
（
以
下
「
当
該
日
」
と
い
う
。
）
が
、
期
間
満
了
日
以
後
に
到
来
す
る
場
合
は
当
該
日
ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
条
例
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
期
使
用
許
可
は
、
新
条
例
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
定
期
使
用
許
可
と
み
な
し
て
新
条
例
の
規
定
（
第
十
一
条
第
一
項
を
除
く
。
）
を
適
用
す
る
。

（
提
案
理
由
）

　

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
定
期
使
用
許
可
に
関
す
る
規
定
を
改
め
る
と
と
も
に
、
東
京
都
営
住
宅
へ
の
入
居
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
、
連
帯
保
証
人
に
係
る
規
定
を
削
除
す
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。


